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（
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最

終

授

業

日 
政
府
は
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
を
感
染
症
法
の
位
置
づ
け
と
し

て
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
5

類
」
に
移
行
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

現
時
点
で
の
情
報
で
す
が
、「
5
類
」
に

な
る
と
行
動
制
限
や
海
外
か
ら
の
入
国

す
る
人
へ
の
接
種
証
明
等
要
請
の
措
置

が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、診
療
や
入
院

の
受
け
入
れ
が
一
部
の
医
療
機
関
か
ら

幅
広
い
医
療
機
関
で
対
応
で
き
る
よ
う

段
階
的
に
移
行
し
、マ
ス
ク
着
用
も
個
人

の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
感
染
症
に
対
す
る
対
策

は
、政
府
の
要
請
に
基
づ
く
一
律
な
対
策

か
ら
個
人
や
集
団
が
流
行
や
リ
ス
ク
等

に
応
じ
て
主
体
的
選
択
的
に
行
う
こ
と

に
な
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
ま

す
。 専

門
家
会
合
で
は
、「
5
類
」
へ
移
行

さ
れ
る
こ
と
で
患
者
の
増
加
に
対
し
て

行
政
に
よ
る
入
院
調
整
が
行
わ
れ
な
い
、

治
療
費
の
公
費
負
担
が
な
く
な
る
こ
と

で
感
染
者
が
検
査
や
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
可
能
性
も
あ
る
な
ど
の
懸
念
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、特
措
法
の
対

象
で
な
く
な
る
こ
と
で
知
事
が
行
っ
て
い

た
対
策
呼
び
か
け
の
法
的
根
拠
が
な
く

な
る
、対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
の
で

変
異
ウ
イ
ル
ス
へ
の
迅
速
な
措
置
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
、ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
低
下
の
可
能
性
が
あ
る
等
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
の
動
向
に
注
意

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

2
月
に
な
り
春
め
い
た
日
差
し
も
感

じ
は
じ
め
ま
し
た
。と
は
い
え
ま
だ
ま
だ

気
温
が
低
く
空
気
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
加
え
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。佐
賀
県
で
は
、す
で
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
発
生
の
注
意
報
が
出

さ
れ
、現
在
も
継
続
中
で
す
。今
後
、感

染
者
の
増
加
や
集
団
生
活
の
場
で
の
感

染
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。こ
の
2
つ

感
染
予
防
対
策
は
基
本
的
に
同
じ
で

す
。日
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
を
心

掛
け
、こ
れ
ま
で
の
対
策
（
手
洗
い
の
励

行
、マ
ス
ク
着
用
、部
屋
の
換
気
、人
混
み

を
避
け
る
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
）
を
継
続
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。慌
た
だ
し
い
日
々
で

す
が
、み
ん
な
で
協
力
し
て
感
染
症
に
負

け
な
い
環
境
を
つ
く
っ
て
新
年
度
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

 

2
月
17
日(

金)

進
路
体
験
発
表
会
を

行
い
、就
職
の
3
名
、
進
学
の
3
名
が
発

表
を
し
ま
し
た
。
将
来
の
夢
や
目
指
す
人

物
像
を
実
現
で
き
る
進
路
先
を
選
ん
だ
こ

と
、
勉
強
と
部
活
動
、
学
校
行
事
等
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
1
，
2

年
生
に
伝
え
ま
し
た
。最
後
に
は
佐
賀
県

産
業
人
材
課
参
事
の
原
様
か
ら
講
評
と
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
佐
賀
県
に
魅
力
が
あ

る
こ
と
や
就
職
先
を
選
ぶ
と
き
に
考
え
た

い
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
，

2

年
生
か
ら
は
「
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と

思
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。 

原様より講評 

私
た
ち
３
年
生
は
、感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

卒
業
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
第
１
弾
は
「
仲
間

に
感
謝
」
と
い
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
以
外
で
も
こ
の
３
年
間
を
一
緒
に
過
ご

し
た
仲
間
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
ま
し
た
。

第
２
弾
は
、
「
家
族
に
感
謝
」
。書
い
た
手
紙
は
、
３

月
１
日
（
水
）
の
卒
業
式
に
家
族
に
渡
す
予
定
で

す
。
そ
し
て
、今
日
が
「
学
校
に
感
謝
」
。学
び
の
場

で
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
く
れ

た
学
校
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、楽
し
く
掃

除
が
で
き
ま
し
た
。
残
す
は
卒
業
式
で
す
。私
た

ち
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
式
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 
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こんな授業やってます Part４ 

【栽培】 
 『栽培体験』は１年生の選択授業で、安冨
先生と一緒に20名で元気に頑張っていま
す。これまでに、ピーマン・キュウリ・ナス・サツ
マイモ・九条ねぎ・白菜・キャベツ・ブロッコ
リー・玉ねぎ・豆類・ジャガイモを植えて育て
ました。やり方やコツを教えてもらいながら丁
寧に作業しています。うねたても全員できる
ようになりました。育てた野菜を収穫するの
は、とても嬉しいです。３月には収穫したサツ
マイモを使って調理実習をする予定なので、
楽しみです。  

【グリーンデザイン】 
 グリーンデザインは講師の安冨先生のご指導
の下、2年生9名で活動しています。活動内容と
しては、管理棟南側のロータリーや事務室玄関
前の花壇等に、季節に応じた花（植物）を植
え、校内を華やかにしています。また、入学式や
卒業式等の行事の際には、プランターに植えた
花を会場周辺に飾ります。花は環境に対して非
常にデリケートなので、日当たりや日照時間、水
やりのタイミング等にも配慮しています。また、植
物が育つのに適した土づくり等も自分達で行っ
ています。一年を通して暑い日や寒い日もありま
すが、花や土に触れながら楽しく活動していま
す。 

//// From /// Netherlands ///Vol.12/////// 

２０２２．１２．１６ その２ 

Hallå! こんにちは、今日はスウェーデン語の挨拶でレ

ポートを始めてみました。というのも、今回は少し”寄り

道”して、前回のキャンドルの話つながりで、以前旅行

で訪ねたスウェーデンでの経験をシェアしたいと思いま

す。 

 ところで、スウェーデンといえば、何を思い浮かべます

か？日本でも馴染みが深いといえばイケア(IKEA)で

しょうか？スウェーデンはオランダよりさらに北にある北欧

の国。オランダよりもっと厳しい冬がスウェーデンには訪

れます。外務省のデータによればスウェーデンは面積は

日本より少し大きいものの、人口はオランダよりさらに

少ないそうです。（ちなみにオランダの面積は九州と同

じくらい）オランダ人よりレア（？）なスウェーデン人です

が、何かのご縁か、日本やオランダでスウェーデン人と

知り合う機会に恵まれ、わたしはその友人を訪ねて数

年前の夏、１０日間ほどスウェーデンで過ごしました。そ

の中で驚いたのは、夜は人口的な灯りを灯すのではな

く、キャンドルホルダーをテーブルに置いてキャンドルの灯

りで食事を楽しむという習慣。また、性別に関係なく一

人暮らしの家にもキャンドルがストックされているというこ

と。それまでは、キャンドルといえば特別な機会やイベン

トで灯すもの、というイメージで、日常生活の中で使う

もの、というイメージではありませんでした。そしてキャン

ドルはなんとなくフェミニンなものだと決めつけていたとこ

ろもありました。でも北欧やオランダではキャンドルは

日々の生活で馴染みが深いもの。 

 今年、ちょっと早めのクリスマスギフトとしてスウェーデン

人の友人がくれたのも冬らしいシナモンの香り付きの

キャンドルでした。今ではわたしもキャンドルの大ファン。

暗くなれば部屋にあるいくつかのキャンドルを灯して勉

強をするのが日課になりました。 

レポーター 中 尾  さ ん（平成25年度卒） 
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